













































































































































































































































	 	 	 	 	 アスペクト	




















































































完成性	 継続性	 パーフェクト性	 反復性	
未	 来	 スル	 シテイル	 シテイル	 （／）			スル	
現	 在	 ／	 シテイル	 シテイル	 シタ	 シテイル	 スル	
過	 去	 シタ	 シテイタ	 シテイタ	 シテイタ	 シタ	
	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 ↓	 	 	 	 	 ↓	 	 	 	 	 ↓	 	 	 	 	 	 	 ↓	
継起性	 同時性	 後退性	 背景的同時性（説明）	
	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 〈テクスト的機能＝タクシス〉	





















































	 	 	 	 	 	 	 	 時間的限定性有	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 				 				時間的限定性無 
	 	 	 	 	 	 	 	 （一時的な現象）	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 					 	 	 	 		（恒常的な特徴） 
	 	 	 	 	 	 	 	 運動	 	 	 	 	 	 状態	 	 	 	 						存在	 	 	 	 	特性	 	 	 			関係	 	 	 	質 
	 	 	 	 	 	 	 （破る）	 	 	 		（痛む）	 	 	 	 			（ある）	 	 （優れている）	（違う）		（男だ） 
品詞	 動詞 
	 	 	 形容詞 
	 	 	 名詞 
主語	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 「が（は）」	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	「は」	  
述語	 アスペクト		○	 	 	 	 	 			△	 	 											×	 	 	 					×	 	 	 	 			×	 							×	
テンス	 	 	 ○	 	 	 	 	 	 	○	 	 	 						 	○／△	 	 	 ×（△）	 			×（△）	 			× 









	 	 	 	 	 	 	 	






























	 	 	 	 	 	 	ムード	
	

























































































表 1 データベース化した動詞の語彙数と用例数 
	 状態動詞	 特性動詞	 空間的配置動詞	
語彙数	 104	 63	 98	
























                                                   











































































 図 1 時間的限定性スケール（工藤 2014 に基づく） 
 
	時間的限定性有	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 		 	 				 		 時間的限定性無 
	 	 	 	 	 	
運動	 	 			 			状態	 	 	 	 			（存在）	 	 	 			特性	 	 	（関係）		 		質		

















































た図 1（工藤 2014 に基づく）を再掲する。	
	























	 	 	 	 	 	 	 	 時間的限定性有	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 				 	 		時間的限定性無 
	 	 	 	 	 	 	 	 （一時的な現象）	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 					 	 	 	 	（恒常的な特徴） 
	 	 	 	 	 	 	 	 運動	 	 	 	 	 	 状態	 	 	 	 		存在	 	 	 	 	特性	 	 	 			関係	 	 	 	質 
	 	 	 	 	 	 	 （破る）	 	 	 	 （痛む）	 	 	 	（ある）	 （優れている）	（違う）	 （男だ） 
品詞	 動詞 
	 	 	 形容詞 
	 	 	 名詞	
主語	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 「が（は）」	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	「は」	  
述語	 アスペクト		○	 	 	 	 	 			△	 	 											×	 	 	 					×	 	 	 	 			×	 							×	
テンス	 	 	 ○	 	 	 	 	 	 	○	 	 	 						 	○／△	 	 	 ×（△）	 			×（△）	 			× 











	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 動詞述語							 	 	 	 	形容詞述語	 	 	 	 	 		 		 名詞述語	
	 	 《運動》	 	 	 太郎が手紙を破った。	 	 	 	 ×	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 明日出発だ。	
	 	 《状態》	 	 	 足が痛む。	 	 	 	 	 	 		 足が痛い。	 	 	 	 	 	 	 	足が筋肉痛だ。	
	 	 《存在》	 	 	 太郎は大学にいる。	 	 	 この地域は坂が多い。	 	 	 太郎は留守だ。	
	 	 《特性》	 	 	 彼女は優れている。	 	 	 彼女は優秀だ。	 	 	 	 	 	 彼女は優等生だ。	
	 	 《関係》	 	 	 二人の考えは共通する。	 二人の考えは同じだ。	 	 	 二人の考えは共通だ。	





























































































		While	 analytically	 distinct,these	 features	 exhibit	 strong	 associations,so	 that	 in	 many	
instances	a	feature	is	partially	predicatable	from	one	or	more	of	the	others.	Nevertheless,	













図 3 The scale of temporal stability 
 
most	stable...................................................................least	stable	
tree,		 green													 	 	 		 						sad,	know									 	 	 	 	 	 	 		work								shoot			
	













				（時間的限定性有）	 	 	 																									（時間的限定性無）	
	 	temporal	stability:least																								temporal	stability:most	
	 		shoot		work															know		sad															green								tree		
		 	 	 (運動)	 	 	 	 	 	 	 		 （状態）	 	 	 	 	 	 			（特性）						(質)	




























	 	 	 	 	 	 	 	 	 物がたり文			 	 動詞述語	
（何々）が（どうか）する〔した〕	
	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 時所的限定がある	
	
	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 性状の表現	 	 	 形容詞・形容動詞述語	
品さだめ文	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 （何々）は（どんなか）だ	 	





























〈典型的属性叙述〉	 	 	 	 	
①	 内在的属性叙述（例 9）	 	名詞／属性形容詞	 	 	 	 	 	 	
	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 時間的限定無	
「主語・述語句構造」	 			 			②	非内在的属性叙述（例 10）	属性形容詞（一時的属性の用法）	
	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 		時間的限定有	 	
	
	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	③（中間型）（例 11）	 	 					時間・空間的限定有	
	
	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	④	静的事象叙述（例 12）	 		 感情形容詞／状態動詞（存在・感覚）	 	
		「述語・補足語構造」																										 	 	 	 	 		時間的限定有	
																																	⑤	動的事象叙述（例 13）						動詞	






























	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 カテゴリー属性（名詞文：日本は島国だ）＜典型＞ 
	 	 	 	 	 	 内在的属性	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 単純所有属性（形容詞文：あの人は優しい） 
属性	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 所有属性 
	 	 	 	 	 	 	 非内在的属性	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 履歴属性（動詞文：友人はフランスに何度も行った） 
 
	 	 	 	 	 	 静的事象 
事象 











































関係の中で取り出される、モノが具有している側面でのあり方・特徴である。	 	 	（仁田 2016：168）	



































































































































表 1 《状態》に関わる先行研究の概観 























































































































	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 		 	 シテイル形状態動詞：優れる、ありふれる……	
	
	 	 	 	 	 	 	 		 用法としての状態動詞：動き動詞のシテイル形（（道は）曲がっている）	


































ると、名詞述語と形容詞述語は基本的に STATIVE であるが、DYNAMIC なものとして振る舞う
ものもある。一方、動詞述語には DYNAMIC なものもあれば、STATIVE なものもある。たとえ
ば、a.における動詞 search と b.における形容詞 careful は DYNAMIC なものであり、c.にお























                                                   

















































な状態》という用語のもとにくくることがゆるされるだろう。	 	 	 	 	 	 	 	 	 			（奥田 1988a:	123）	






クトの体系をもっている。	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	（奥田 1988a:	130）	




































位置づけられるのである。	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	（奥田 1988c:	122-	113）	






れば、状態は静的である。したがって、物の具体的な存在は、動と静とのくみあわせである。	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 										 	 	 	






















































A【主体動作客体変化動詞】	 	 ………………	 ＜開始限界・必然的終了限界有／主体の意志性有＞	
B【主体変化動詞】	 	 	 	 	 	 ………………	 ＜必然的終了限界有／主体の意志性無＞	
B.1【主体変化主体動作動詞】	
B.2【主体変化動詞】	
C【主体動作動詞】	 	 	 	 	 	 ………………	 ＜開始限界有／主体の意志性有＞	
C’【現象（動き）動詞】	 	 	 ………………	 ＜開始限界有／主体の意志性無＞	
D【状態動詞】	 	 	 	 	 	 	 	 ………………	 ＜時間的限界性無／主体の意志性無＞	








































































































































































































表 5 時間的限定性の観点から見る述語の意味的なタイプの全体像（工藤 2014 に基づく） 


























































































































































































































































































































4. 感情・感覚・知覚を表す動詞の典型的な MTA 体系 











































































































                                                   































































5. 典型的な MTA 体系からの逸脱 






前述の感情動詞 1、感覚動詞 1、知覚動詞 1 は、発話時現在の話し手の〈表出性〉を表す
のに、基本的にスル形式を使用するのだが、表 2 に示された感情動詞 2、感覚動詞 2 では、
シタ形式も用いられる注７。	











































































5.1.2 〈表出文〉の場合  
































































このような動詞には 2 つのタイプがある。まず、1 つめは、表 3 における感情動詞 3 のよう
なものである。	
	
























































「怯える」など、これらの一部のシタ形式は 1 人称の偏りがない。なお、感情動詞 3 の中に
 59 
 























































語彙数は少ないのだが、表 5 に示した感覚動詞 4 は、継続相で使用されることがほとん
どない注９。つまり、これらの感覚動詞は、アスペクト対立から解放されるのである。	
	












































次に、表 6 に挙げる知覚動詞 2 は、すべてのアスペクト・テンス形式をそろえているが、
意味が特殊化している。なお、これらはすべてオノマトペ動詞である点が特徴的である。	
 






















































































































































る（ただし、グループⅢの感情動詞 4、感覚動詞 3 に関しては、これらが文章語の性質をも
つ漢語動詞であることによる使用上の制限に起因する）。	


























































































































































































表 2 連体用法と終止用法の使用実態（用例数（％）） 

















































合計	 112	 6012	 858	 317	 7299	
	























































































































































































































































































































































































































































































                                                   




































                                                   
注 2	下位類と単語例に関しては、空間的配置動詞に関連する項目は先行研究のままに挙げ、それ以外の項目	
は下位類を省略して上位類と代表的な単語のみを示すことにする。以下同様。	



































                                                   













































































例 13、14 のように、２つの個体を並立させて主語とする構文（「A と B は〜」）となる。ま




















































































（2）3 人称小説の地の文（かたり）	 ――	 フィクション	
（3）1 人称小説の地の文	 ――	 フィクション	
（4）紀行文・ルポルタージュ	 ――	 体験的ノンフィクション	
（5）歴史論述文	 ――	 非体験的ノンフィクション	




























































表 2 テクストタイプの分類と調査対象 















意味をもつ動詞（表 1 の「／」の前のもの。計 26 語）に対して、朝日新聞記事データベー


































































































































表 4 テクストにおける「そびえる」のアスペクト形式の分布 






完成相 ○ △ × × 


































































































































































































































































































































































































































表 5 テクストタイプと「そびえる」のアスペクト・テンス形式の意味との相関性 
	 完成相	 	 	 	 	 	 	 	 	 継続相	
そびえる	 そびえている	 そびえていた	
①地誌論述文	 恒常性（存在動詞化）	 恒常性	 過去の長期的存在	
②紀行文・ルポルタージュ	 臨場性（継起性）	 臨場性（同時性）	 体験的確認（同時性）	














































































































































































































































い―」『教育国語』92（『奥田靖雄著作集 02 言語学編（1）』むぎ書房 2015 所収）	
奥田靖雄（1990）「説明（その 1）―のだ、のである、のです―」『ことばの科学 4』むぎ書
房	
奥田靖雄（1992）「動詞論」（『奥田靖雄著作集 02 言語学編（1）』むぎ書房 2015 所収）	
奥田靖雄（1993）「動詞の終止形」『教育国語』2-9		
奥田靖雄（1994）「動詞の終止形（その 2）」『教育国語』2-12（『奥田靖雄著作集 03 言語学
編（2）』むぎ書房 2015 所収）	
奥田靖雄（1996）「文のこと―その分類をめぐって―」『教育国語』2-22（『奥田靖雄著作集




















































































































































Carlson, Gregory N. 1980 Refrence to Kinds in English. Garland Pub. 
Givón, T. 2001 SyntaxⅠ: An Introduction. John Benjamins Publishing. 
Leech, Geoffrey N. 1971 Meaning and the English Verb. Longman Group Ltd.（國廣哲彌訳『意味
と英語動詞』大修館書店） 
Palmer,F.R. 1965 A Linguistic Study of the English Verb. Longman Group United Kingdom 
（安藤貞雄訳『英語動詞の言語学的研究』大修館書店） 
Quirk, R., Greenbaum, S., Leech, G. and Svartvik,J. 1972 A Grammar of Contemporary English. 
Longman Group United Kingdom 
Quirk, R., Greenbaum, S., Leech, G. and Svartvik,J. 1985 A Comprehensive Grammar of the English 
Language. Longman Group United Kingdom 
Vendler, Z. 1967 Linguistic in philosophy. Cornell Univ Pr. 
	
